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の 行 。 海 旨 道 用
規 期 道 及 有 す
則 日 財 び 林 る

） ） ） ） ） ） ） ）

一 一 一 一 一 一 一 一
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す
る
規
則
（
規
則
第
八
十

則

の

あ

ら

ま

し

基 十
づ 分
く の
営 一
業 及
時 び
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２ １
北 に 日 十

平 海 よ 前 八 こ こ
成 道 る に 日 の の
十 有 。 利 以 規 規
三 林 子 後 則 則
年 野 補 に に は
六 の 給 利 よ 、
月 産 に 子 る 公

北 海

う 北
第 に 北 海
二 改 海 道 平

附 条 正 道 北 規 成
の す 農 海 則 十

則 表 る 業 道 第 三
中 。 近 農 八 年

代 業 十 六「
年 化 近 五 月

道 公 報

北 三
海 条
道 第 こ 施
農 一 の 行
業 項 規 期
近 の 則 日
代 改 は
化 正 、

第

二
３ ２ １ こ に

産 地 内 と 、
卵 鹿 の 道 い 容 と え
期 部 あ 外 る し ぞ
の 町 る に か た ば
実 、 都 住 突 。 ふ
情 南 府 所 棒 ん

号

一 ◇
北

い 趣 海 平
る 旨 道 成
か 海 十
漁 面 三
業 漁 年
を 業 六

十 物 つ 補 改 布
五 売 い 給 正 の
日 払 て に 後 日
規 の つ の か
則 知 い 北 ら
の 事 て 海 施
一 の の 道 行
部 承 知 農 す
を 認 事 業 る
改 を の 近 。
正 受 承 代
す け 認 化
る た を 資

〇 資 代 号 十
・ 金 化 五
六 利 資 日
パ 子 金
ー 補 利
セ 給 子
ン 規 補
ト 則 給
」 規（
を 昭 則

和 の「
年 三 一
〇 十 部

資 規 平
金 定 成規
利 は 十
子 、 三
補 平 年
給 成 六
規 十 月
則 三 二
の 年 十
一 九 五
部 月 日
を 一 か
改 日 ら

に 茅 県 を 漁 う
適 部 知 持 業 に
合 町 事 つ に の
す 及 の 者 つ 採
る び 副 が い 捕
よ 椴 申 い て 禁
う 法 書 る 、 止
改 華 を か 新 期
正 村 申 突 た 間
す に 請 棒 に を
る お 書 漁 知 改
こ け に 業 事 正
と る 添 の 許 す

取 調 月
り 整 十
巻 規 五
く 則 日
情 の
勢 一
に 部
か を
ん 改 金
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み す 曜
、 る
い 規 日

規 農 受 金
則 業 け 利
を 近 た 子
こ 代 農 補
こ 化 業 給
に 資 近 規
公 金 代 則
布 に 化 の
す つ 資 規
る い 金 定
。 て に は

は つ 、
、 い 平
な て 成

・ 七 を
四 年 改
パ 北 正
ー 海 す
セ 道 る
ン 規 規 北
ト 則 則 海
」 第 道
に 十 知
改 二 事
め 号
る ） 堀
。 の

一

正 か 施
す ら 行
る 施 す

則規 行 る
則 す こ
を る と
こ こ と
こ と し
に と た
公 し 。
布 た た
す 。 だ
る し
。 、

と え 付 許 可 る
し ぞ す 可 制 こ
た ば る を と と
ふ こ 申 す と（

第 ん と 請 る す
三 う と す こ る
十 に し る と た
九 の た 場 と め
条 採 合 し 、（
第 捕 第 に た こ
一 禁 二 つ の（
項 止 条 い 第 規
関 期 第 て 五 則
係 間 二 、 条 を

る 則
か （
突 規
棒 則
漁 第
業 八
を 十
知 七
事 号
許 ）
可
制
と
す

お 適 十
従 用 三
前 し 年
の 、 五
例 同 月

ん え（
が う ぞ附 ぜ に ば
） ふ則

部
を 達
次
の 也
よ

で 「
第 二 を 第 第 第
三 十 一 二 二五
十 二 号 十 条条
九 ず 六 第中
条 い つ 号 二「
第 る 繰 」 項第

第
三
十
九

正 北
す 北 海 北
る 海 道 平 海
。 道 北 規 成 道
海 海 則 十 海
面 道 第 三 面
漁 海 八 年 漁

） に 項 そ 関 制
。 つ 関 の 係 定
い 係 住 ） す
て ） 所 。 る
、 。

２ １ す
る 込 第 る 北
契 み こ こ 三 。 海
約 の の の 附 十 道
に 期 規 規 九 有
つ 限 則 則 則 条 林
い が に は 中 野

る
と
と
も

北
海
道

北 規
海 則
道 第
有 八

十 九 九 七 七
月 月月月 月三 三三十 十一 一十一 一
日 日 日 日 日
ま か ま か ま
で ら で ら で

そ 十 島
の 勝 支
他 、 庁

一 か り に 中二六 項 突 下 改 十 「
の 棒 げ め 及月 一
表 漁 、 、 び号一 え 業 第 同 同」
ぞ 二 条 条を日 ば 十 中 第か 「
ふ 一 第 十第ら ん 号 二 四二
う の 十 号十に 次 五 」二恵 茅 に 号 を号山 部 （
が 次 を 」町 郡 「

業 面 十 六 業
調 漁 七 月 調
整 業 号 十 整
規 調 五 規
則 整 日 則
規 の（

昭 則 一
和 の 部
三 一 を
十 部 改
九 を 正
年 改 す
北 正 る

て 平 よ 、 の「
は 成 る 公 年 産
、 十 改 布 三 物
な 三 正 の 十 売
お 年 後 日 六 払
従 六 の か ・ 規
前 月 北 ら 五 則
の 一 海 施 パ （
例 日 道 行 ー 昭
に 以 有 す セ 和
よ 後 林 る ン 三
る で 野 。 ト 十
。 あ の 」 六

林 十
野 六
の 号
産
物
売
払
規
則
の
一
部
を

の 釧 管
全 路 内
道 及 沖
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合 根 海
海 室 域
域 支

庁
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内
沖
合
海
域

ぜ の 第 、に・ 砂 ） 一 二 第同 原 改の 号 十 十郡 町 め項 を 六 四椴 ・ 、を 加 号 号法 同 同次 え と 及華 郡 条の る し び村 鹿 たよ 。 、 第両 部 だう 第 二町 町 しに 二 十村 両 書改 十 二界 町 きめ 二 号に 界 中る 号 」至 か 。 か に「
る ら

海 す 規
道 る 則
規 規 を
則 則 こ
第 こ
百 に
三 公
十 北 布
二 海 す
号 道 る
） 知 。
の 事
一
部 堀

る 産 を 年
契 物 北「
約 売 年 海
に 払 八 道
つ 規 ・ 規
い 則 二 則
て の 五 第
適 規 パ 九
用 定 ー 号
し は セ ）
、 、 ン の
当 入 ト 一
該 札 」 部
期 そ に を

改
正
す
る
規
則

北
海 一
道 二
知 六
事

堀
第ら 改間 亀 二第 めの 田 十二 る渡 郡 五十 。
号四
」号

ま を

を
次
の
よ 達
う
に 也
改

限 の 改 次
が 他 め の
同 の る よ
日 契 。 う
前 約 に
で の 改
あ 申 正

達

也
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れ 法 たの所さ 動 っ活務
在目 月の氏所た 年人の

宮札共行

日称名地的

名

小

幌 成幌田同こう

平札
市作の 市

務載 者

豊 年精英業法規

た 人のれ 法の所さ 動
活

称名地的

名在目

の氏所

共ラか

伊松伊そとマ豊

の家にイな

達倉達この

手一元法族、ゼま

市市

成

域す平
日

月
年

た
っ

あ

社る
会こ

的

呂人ら介・目

でと年

、続サ報と

間はし護情
ビ供る

字高けー提す

町

行

佐にいスを。

若齢た
なとを

番っ願行い

一 地てうう、

二 のも地と地

七

祉

みのに福

１住域共域

５イ枝

れ齢福の

慣高、

復を所与月ン

回上業寄

さ 者目」す

す言こま

の指とる日ろ

目

復幌）を

会札うと

社
の実と

を内充的

帰市の
。

し規化る

進小強す

促

次所人模
精共図

、模を

同

区 月障内は共

平 ５神

業

園 日回在作

美 ９害、

小神育

条 者精所

６ 復宅
活

目 模害と

丁 規障成

８

作者の － 同復動

１ 共回

ーち

所社興 － 業の振 ４

福域シづ

を男町人の地

は つ

会ンり

な番伊祉社ョく

３市会にのの

ぐ地達を
け及進

成に員向普推

育

発寄

住自た啓に

会在の

関す

る的的に与

す主知
るこ

的動害する

知活障

のを５

害よ事と

障に児

す
てと日

育的８

子目月

児
幼
乳

、
し

援。
支る

を

場にに進

た者祉推

健
の

る与

でしわ寄

所対関に

、

神同り

きさ調す

活て 復福

回所域

害業地

障作
者以祉

連会を
訓、 ま

協帰り ひ

絡復図

りを宅

会練在 わ

議

て）を目

児っ者業を

）進のいと

者増へ行的

、るー心る

とすノ、す

与
寄

に
成

育
全

。



８
非 請た款 定

申特代主定

者 あ利事記 営 のるに 表
動 っ活務載

北 海

に 表 非

た款 定
特代主定

動
活務載 者 利事記 営る

道 公 報

７

るに 表

請 た款

代主定申
っ 務載 者あ 事記

の

第

６

に非 請 た款定

主定申特
活 務載

あ利 事記営 の る

動 っ

号

５
申特代

平請定
成

の表 非
十営
三者 あ利

年っ活

六

年人のれ 法 たの所さ 動

地的

名在目 月の氏所た

り

平長丹山にく

日称名
郡のすに

成万野越こ関

部

人事与

年町利長法る寄

月と部は業す

５緑春万

氏所た 人のれ 法の所さ

通寄

称名地的

名在目

の
子寄こ安う与

り原足で
し護る

べ郡の心介す

く
志別人て・こ

つ裕陸法

の所さ

ヌ町は暮福と

エ

在目月

氏所た年

のれた

伊虻然生与平

名地的日

藤田こときす成

の郡の触がる
をと５

りニ法れいこ年

コはが生を月

子セ人な

所た年人 のれ法 た

所さ

ニ

地的日称
名 在目月の

む支り成セ

札住るよ平
コ

幌こ
市のと援、
会５ん

西法こと社年が

は、地福月ば

区人ろ、

の
平

月法 た

十年人

五

月の氏

日

平知藤

日称名
名

金

障
成的澤

曜

５者江

年害靜

日

樹町、をる

月在

来万なと

日を知長行こ

部いを

愛
す

町、目

に万と 地 会民長的 番 る

環
ての。

し町る

対部す

ら祉を

保全
林保
森境
、

的

ー陸地しサ目

ピ字、
原でけビと

オ別域続ー
こをる

優野暮るスす

ー

供

館線すと提。

愛基ら
人が
たでし

がる地 地ちき、 番
、よ域

み、祉

住う福

町、らみ目

害々しと

字障様出的日

持体心る

セをな、す

ニ
つ験豊。

コ
人をか

ら ６ちし暮 地た通に 番

生い

齢常て

高日し

、、

会

人活く

の

和、働域祉

的との発

１知くでの日

障ろ会に

８にこ社展

条
の余加与

目害、参寄

丁
るを積る

番あ暇をす

２

を

達し的と

号人楽極こ

こめ的

自と進目

のむに

宅

立

ま
全と

ん
ぼ
り

・
援

日支

化づ
緑ち
と

非 請た款 定
申特代主定

豊の

利事記 営 のるに 表

町心に

たで展

れか発

慣

事記
るに 表

た款

代主定

寄

がいに

ち潤と

たにこ

自と

ると

利
営 の
非 請定

申特

ざおとる

めにこす

をろ
、
しけに。

９

事記
るに

た款
主定

利
営 の表 非 請定

申特代

の所さ 動 っ活務載 者 あ
の氏所た 年人のれ 法 た

を

日称名地的

名在目 月

岡広本協問

平コ平帯の

シ市会力わ

成ブ

務載 者

年会康稲はにず

在目

氏所た
のれ

の所さ

湯札す々をスス

名地的

ーー

浅幌こるに通ポポ

やしてツツ

市の方対じ

人
法 た
動 っ活

あ

公清法

業民平ソ
日称

名 月の
年

の供ら、生成フ

と子さ

ト でたに指活

さ
務載

きち、導の年テ

外

地的
在目

所た
のれ

所

も地献活

札利にとに貢

をさに域す動

幌本用や

東は図し、観るを

市会

年人
法 たの 動 っ活者 あ

平北横

日称名
名 月の氏

道
成海井

りい

５夫田、よ深

年オ

西度、敬

月町高

念

線技域の

日２な地愛

豊の持

番と体を

７術全
経一接

な儀て

富葬っ

地

の

有関故

をに、

験切し

国通普

夫田人、、のを

、フ域際じ及

区はソ地

ボ振

野子トに協たと

北

ニけ、ラ興

３どテお力

寄

５かスるそンに

条も

動他ィ与

丁らに活のテ

４人らの支アす

目大限

の動こ

番まず場援活る

でスの
め行を

号ソポ提たをと

なのこ者向５ニ

フー供

イ

い健れの上月ス

人全ら育に
、与タ

間なの成寄日ン
ナ

や成的なすー

の育目
社達びこシ

さとをらる
国をナ

さ会成にとョ

し

サ

思育る際目ル

、教す
支め流とポ

いのた交的

光。実
り援、をすー

や

キまをま践

区北るい恵

道めャれ中たし

北海た

フ、

条の、ンた心、て

然しァ親

東豊オプ自と

トア環たミ子

１かーや

目自キウ境まリの

丁な

づキれ

然ャトのちーふ

ア全くャあ

札をンド保

景のラをりンい

幌背プ

机

動と普イ図とプや

自

５ー久
車し及フる、や

キ
月ト

会
協

プ
ン
日ャ

一
二
八

い

会人る

るてあ

すし人 う目

互教ご

相宗は

員種

テを、事こ的

トツやの
ポ並にす

ニ愛ス業とと
り。

をるーびよる

スす

活各図るト

、

愛方ツに

の、会

心動種り。協

の
みす及く

育資普広

をに

を。地子上

。
、る事国

余通推そ域供で

会てを

学

内暇じ進れ活たは

館

同化のぶ

のてすと性ち

度然と時に野こ

高自る



１ 北

次 海

の平落ー 道

と成札障タ 告

平 に害ー お 示

成 り年係者 第

十 一６る情

三 般月物報台年 品バ 競 号

六 争日等リ

北 海

非 請た款 定
申特代主定

者 あ利事記 営 のるに 表
動 っ活務載

道 公 報 第

非 請た款 定
申特代主定

者 あ利事記 営 のるに 表
動 っ活務載

号

月 入のア

十 札名フ

五 に称リ

日

整

落数備

りび設

よ及ー

者備

札量

金

決業

を事

曜 定
し設

日

人のれ 法 たの所さ

た備

的

名在目 月の氏所た 年
平ほ大札たニ

日称名地
の活ィ

成し友幌こ生テ

の市
人で成

年里勝西法が形

向準

月発はきに

５美区

海に、上の

外楽のもで

上

楽準外、豊と向

音水

神なもを

家を派精かと

招めに文心に図

を高遣

た 年人のれ 法 たの所さ

名地的

名在目 月の氏所

あ

日称
成海邨幌こる

平北河札

の本 道文市

法道
人ゆ

年国一中

月音区内はか

５際郎央

を目

族、現を

遺く実と

志の指と

意祉目的

の福

に
）

費
備

。整

を精しす

パ

事る

知す

道用

海使

北

寒、る寄

ル
ナ
ソ

堀ー

人介与 日

援こ

５と支る

条間護す

２自制を

目て体と

丁し
立と

６ら確的

番分を目
地。

、、る

くしす

号し

へ、よ化が、る

か域
豊

つ神と

い音るの育精こ

家道廃環性を

し楽本荒

ふ的

演やのが境あ目

、

楽えくれと

奏留音憂づ

る

公生活らりるす

や学

る目境。

開の動れを環
、

ッ入国今指と

レ受の
、化の、生

スれ際日し

北、り
を道を社芸活

ン

楽

い

流条海若

日交１北の

丁音楽

会３の音

協西道
外

番化海

３文の

目楽家

幌にを

札め修
た研

地の
、支

の動

切に活。

大神たる

利りい

営と行

、っを

に

の

一社益

第域公

を地、
ざに

標根進

目に増

の会

ュ

也ピ
ン

達コ

すし寄

と

法外ー

療腔ル

医口グく

の

吉ム

団ー

社ホ

人科プ

大大

し

しュ
立ミ
自コ
に

月月 。平イ広

た名ア帯
スクク

成リ東 称

ニニ は ６アリリ 年ケ 又

文化

通内図会術文

月セ

て楽とな化の

し音るの

居

音家とかの水
北

生宅

７

海

介 道

護
活 平契

告

若
保 成約名所

示 に在護
し 第

く
法 年関称地

北す

は

将援
海る

６

６の海

ル性、

ビ来し

３４５
契一一 落落

約般般 札氏住札

の競競 者金

相争争 の名所額

手入入 氏

葬す

るた与

名円方札札

２

なのこ

と儀る

こ
同同札成
落平

事事を
し月

にに定６

業業決年

型活

科ぞ

歯か

田花

使使

理宅理呆共介

管居管痴

養導応生

指療指対同護

ン

館田

函亀

導

ッッ 氏
の訪訪居

名ークク

日タ

ビ介看療 種 ー問問宅

サ

見

所帯岩岩

ス類護護養

昭

広見

居 号

告務海幌宅
和 道事北札

担保中護
年 示を道市介

当健央支
法 第

律

す福区援

る祉北計 号第

及組部３画

西作 ） 第織障条の 号 び
の害
名者６成 第

号称保丁又

及北札をの

及健目は 条

住道市定告

び海幌決公

シ区手

下石た

所松白し

ム通
テ和
ス平続

株

用用た５

社北
会目
式丁

フ辺
ソ周
るる
すす日日

エ
ウ器
ト機

ア
組

字

町町

川飯

湯七

市郡

組

目町

丁桜

１

一 番 番

二 地

九

２

東市市

在市沢沢

号
８

又南西西

条条条 地４２
６６

３

海目目目 は 北丁丁丁
地地

知番番番 住
道４３

事

設 ２

び福施 の

堀
所２２

項

地護 １

在課介 第

所祉

よ
せ に

さ 定
当 規

担 の
を

１

次 護
を 介

関 、
機 り

る

番

同同

号

定成

指平同同

達年
月 也
日

指 め
り た
お の

と 助
の 扶

の定



称

問代式ア

名訪千株ケ
ー 又護台社テ

看ヶ会ス
ン

ーレョ はテイシ

スオ

ョ総瀬

氏シス

北 海

関 北

生か 海

活ら平

ア帯わ護

道

保次成

イ広た支

告 リ東ぼ援

護の 示 スう事

法と年 第

施お６

ケし業

アの所

行り月 セ家

規届 号 ン居

タ宅則出日

道 公 報

セ

談苫相当談函ン士談
地ン

セ小談麻セ館タ別

ア域タ

ン牧セ地ンケー

ケープケー

タ地ン域タ
ンプ

ケーアラア

ー域タ
ラン談ン

プラ相ラ

アプ

第

差

たス福ア社会ビう江

祉セ地

か」祉サ会福ス

具ー祉協ン域

ミ用ポ福

ーア デ貸ト法議タケ ニ

く根ケしプ イ与さ人会

ン ー

業ら室アゃラ サ

事
所市サき

号

リ東ぼ

イ広た

ア帯わ

平スう

成ケし
十アの
三セ家
年ン

六タあ

宅援

サの訪居支

名ン合

護護業

ビ看介事 種 ー問
館地

所函瀬番

ス類

ー介が

地瀬 千

郡 市 在

た
和っ

昭あ

居支居支

事介事厚

宅援宅援年。

釧第
令

省

護業護業生

介
帯
広路

ン相セ相

東弥）

市市号

援

支居支居支居支居支
介事

援宅援宅援宅援宅
業護業

事介事介事介事

８函士保

業護業護業護

子川号館別健

江苫王上

祉

牧 地不郡市市福

小 差

ーょ相

市 域動当当山東

援宅

福貸居支居

ビケ社
護業護

用介事介

祉与宅

郡 市市

山 別室

江根檜

具

江 文有

月ーっ

十
五
日

護護

介介

所所

通通

金

帯釧

曜

市市

広路

日

代

東弥

北番本 ３ は字 台

町 又ヶ

海５町 住
道所号

堀成

届平同同同

事
知

出

４生第

の

条１
目第

南丁条
の

目番項

丁１１

４

定

番号規

の山セ

指

同同、
り
よ
に

町町手町ン 表 振産麻麻

タ 町 興第

セ３６健１

ー ２ ンビ条康丁

階 目 タル西福目番２ 丁

１ ー１４祉

士 番
２階丁施番 １
階目設
２号別

差 京磯

同同同同

号番市

目

中 町丁

字 東２

町 台町

歌

地番町 番６

の地

生

同同同
６

４の

丁 南１ 条

目
番 目１ 丁
番

号

成
平同

達

山

容止止

也休休

内

北

土土 海

地

理監理

道

改 事地 事

告

良
改 の

示

区
良 ・別事

第

の
法
定

定

氏山

介
護
機

次 北

土の

３４

海

と平 道

お成

地 調指

告 定改
り 示良
役年 査第

員６

の法
の月 年

実１２ 北

国施 海

す平調調 道

る成査

土
告

を

調
地 示査
籍年行査 第

調６う

法
査月者

ピ問ッ

こ吉か居ッ訪ハ

歯ク介ー看ピ

ぶ田わ宅

ス五

神科リ護砂護ー

し

腔ッ援テ稜

経口ニ支川

リ外ク事ー郭

ク

神

法介し

療しぶ

医ぶこ
室リ

団談ク

社相経

人護

昭 こ

款 号

の
和 田

認
律を

法 名雄更
年 常変

第

変檜可

山し

差第

住江。 ）

郡た 号

町

期昭

字 更条

住 号 月和
所日

平届
律の

法更
年 間日変

成成出
第 平

が
た 第

６６っ ）

年年あ 号

月月
６。

区 昭

日日条

の を 号和
国日名

中中

律査
法調

年土称域

し頓頓

第と
て別別

し旭 第
定字 ）

指町町 号

ニ科業シ

。の 条
た台 ６

支訪

クのハン

ッゆ所ョ

宅理宅援問

居管居管居

護

療指療指介事看

宅理

砂－函号

養導養導護業

館号川２館

番岩番函８
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縦
変の

業般
事一

覧道道

道

海画に海

北計覧北

更
める事

知定す知

道を供

て

原合 い

堀。堀

た。

事

字水水定 準

字町字字の
の す

川水穂穂款 用

清
穂

番変 る 番地更 同 番
の認 第 地を 法 地番地

可

町 項

項
。 ２
た 第
し 条 ６
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５
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等
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区名線線

、屈 室

号

成路

平道
１

平の

成年種
十６類
三月

年
六

旭で 目東
ま 丁 日道

川

別
の前前後

後
番町

建覧神

道縦東

海の道栖

変

道す
部供線

設に楽間
敷

及
課

備前

整。更

路る

第
律

法

地 北
び

第
）

号

帯川川

及
域

の
項

１
第

条

郡郡

縦広広上上

び区帯

茶茶

場仁仁標標

覧市市
西字字

町町町町

所平平

ソ

線線オオ

４６上上

西
番番ツツ

２１ソ

月道

十
五
日

金

曜

日

らでらで

かまかまかま

らで

土北

川員

旭幅

道の 海

重

に
所事

業知

現道延

木海

に
定

規

い国

置
え
備堀長

次
を

域
区

の
路

道
、

り
よ

原

地地ツツ

１１ベベ

の

かま野野

先先原

らで

かま
先先
地地
１１
番番

間
区

複

間らで

道
海
北

区野地連

告 付先

示 番 郡か

第 別ら
海野地

告也と

、等

て達道

町付

しそ日

更の１２３

示の

成路路

たのか平道路道

の線の

。関ら
係２
間６類名域

図週年種区

変
り

後後お
と

は、月

面

北

道 海
道路
告法 かまかま

示 らでらで

第昭
和

敷
前別
更の前後前

変後
地
の

でらで

かまかまかま 幅
員らでら

延先号

町
連海で

風別ま

上郡

の前後

変後
間１風

番上

前別
更

、一

厚

海の道海

北般日道別

部供
設に線

建覧岸

道縦
及
課

備
整。

路る
道す

号年
法
律
第

第
）

号
１

第
条

敷

複
重
の

と
等

道
国

長

地
の

員らでらで

かまかま 幅
延

海

土北

路
釧
道
海

北
び

長 備堀

に
所事

業知

現道

木

道
、
り

よ
に

定
規

の
項

え

縦北北

間
区

を
域

区
の

路 土

広路

覧帯釧

道道

海海

所所

業業

現現

場木木

土

海
北

所

一道

三知

四

間
と区
等複

道
国重

堀
事

次

示
告也

、
て達

い
置

の

也
達

変
り

お
と

の



イ

平 区

成
十
三
年
六

北 海

１

住代位

しし埋

アイウア

功立 功名表 んん
ゅゅ氏

を 可可又者 認認

道 公 報

の 北

公埋 海

有立平 道

水て成

管ら林ま

告 理管 有で

面に 示 署理 珠

埋関年 第

立す６

室署 郡
蘭室 壮

法る月 事蘭 瞥

工 号 務事 町
字大事日

第

珠

平道路道区有

１２３

の線の郡

成路路

町

６類名域瞥

年種区壮
字

月
日道洞壮

号

路、のか

道しそ日

定の

条係２

法同関ら
は、

和２面間

昭第図週

項
規北般

年の、一

月 １

十 の

五 地

日 域点

番次の浜

秒 の地益 番

金 の 及１点郡

方 浜 、びのと

曜 向 地益 番番点の村日 か地

名氏 け 年
受 の区 はの

大

浜

日者称所名域置

た 月

郡

成海幌海益

平北札北

道市道
区村

６央事益

年中知浜

壮正の

所務

６北堀大

月

所

し 瞥
温年ゅ 林
国律功 ら班

泉法ん 班林

認 班小
有第を 小ら
林
志）し 先地

後号可 地班

。

か森先第た
第

条

有

別国

登泉

湖温

道爺瞥

敷
間林

森
志

後
林

線

覧

第に道縦

律定海の

法
よ建
り設に

る 第
路道す ）道部供 号
の路
供整。

項
開及 １

を課 第
用備 条

す北 の
始び

＝ 、地ら点
と字 先の －

番ののを群地 公地結別点 村 、有点ん

水まだ字

番面で線幌

をに）

次っ
幌か 、順よ
漁ら

結囲港方 番にて

向

だれ点角 、んま原

也村

西達別

条群

日３字

海目幌

北丁字

６

道
知番

事

、

堀

番

１

、

項
の

の
次
、
り
よ
に

で定

ま規
り
お
と

地
の

道
海
北員ら

か 幅

知延

事

。道 定
る海 規

国重

堀長

現 道

木 、

土 り

蘭 よ

室 に

え を

備 域

に 区

所 の

業 路

い の

置 次

番線た
及区度
＝ 、び域
１－分

達

番

也

、

住代位区

埋

アイウアイ

２
面
水
有
公

立 名表

氏 面有項ゅ

免公３しし

ウ

面市功 年ん 水のん

許ゅ

区 等
複 達道

埋町認 月功

告 り

、 お

て と

の間

也と

のだ点と

決示

とを
結の地線とを
結 ん地点、
６ん
のだ

のだ点と

地線とを

名氏域

区 はの区

又者
北留番次

称所名域置域

海幌海萌及の

北札

１

道市道市び

中知沖

日立村可 認

央事見番の

年 び第受 の 及法名を 可
け

平

積号第日者

条た 月 番
平砂浜

成防益成

第村

年 年
５－６

６７８９

地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地

点点点点

５６７８９

地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地

かかかかかか

点点点点

のののの

２３４５
かか

３４

点点点点

地地地地

地地地地

のののの

１２

地線

かかかか

点点点点

結の
ん地点、

点、
と

のだ点と を

結の

結の地線とを５
ん地

ん地点、

だ点と

のだ点 線とを
結の地線と 、

一 ん地点、

三 ４ のだ点と

五

結の地

の地線とを６の

ん地点

地点、

点と

のだ点と

堀１先点

区町地地
とを

３丁のと

北
条目公
有 西達

点

丁２面地

６也番水の
と

目、

だ

、ん

２結

番を

号７

月７月

番線

らららららら

令
日指日

方方方方方方方方

らら

角角

向向向向向向向向

角角角角角角
度 度度度度度度度
分 分分分分分分分
秒
のの の 秒秒秒秒秒秒秒

方方方方 方 ののののの

向向向向向向 向 方方方

向

向向

方方方方

らららら

角角角角

向向
度 度度度

分 分分分

秒
方方 方 ののの の 秒秒秒

向向向 向 方

結の地線とを
結 ん地点、
５ん
のだ

のだ点と

地線とを
結の地線

ん地点、

点、
と

２、

、

点

、地

番の 地地 のののののののの

点点点点 地地地地地地

点点点点 点点 地地 地地 のの のの

点点



区

北 海 道 公 報 第 号

平
成
十
三
年
六

点

地地

の域の

２１

点
点次とをよ三

結っ秒

３んて）
級 ３の

ら
準 地１のだ囲か

基 の

点及れ方
点 点の地線ま

－ ら点とびた向
３ か地

地地

のののの

６５４３
点

点点点点

地地

点 点
５４

点

６

点点

地 地地地

の ののの

ら ららら

か かかか

点 点

地地地地地

ののののの

点点点点点
点 点 点

地地地地 地

のののの の

かかかか か

点点点点 点

らららら ら

１

点点

地地地地

のののの
点

点点

点 点 三
秒 級１

準地地 か地

基のの ）の

３かか 方か

点点点 ら点

－らら 向ら

月
十
五
日

２ん

４のだ

金

地点に

の地線

曜

とをっ

点とよ

日結て

区角 ２ 方とを
結１域 向

のだ地度 北 角４んの

緯

地線点 度分
度 点、と

と 分秒
の 分 を３２

結のの 秒方
、 だ点点 の向 秒 ん地地

方

東 線とと 向を経 、
２結

角角

向 向向向

方 方方方

角 角
度
度度度

分
分分分

秒

方方 方ののの の秒秒秒

向向向 向方

向向向向 向

方方方方 方

角角角角 角

５
度度度度 度

分分分分 分

のののの の 秒秒秒秒 秒

向向向向 向 方方方方 方

向

３方方 角方

向向

角 度角角 北
緯
分度

度度度

秒分

分分分

の
方秒
方 、のの 向の 秒秒秒

方方 向 東向向 経
た

地線れ

のだま

３ん囲
域

とび区

点及
と
線点
だ地
んの
結１
を

、
の地
３２

４のんの の地だ度地 の地点線

地点とに分点

位区

地地地

ののの

３

点地地地

地のの の
の

１２
願 成願氏住代

平出出埋

の名表立 の

６っはの区 年 年あ又者

月た名氏 月

地点地地

地 のののの

の
承週

地

北

公認そ間 海

有をの、 道

水受願公 告

面け書衆

公３

示

埋た及の

有項

第

立いび縦

水の
面市

法旨関覧 埋町

の 度

のの 地の

分地地地 点

点と
地点

月
年

許 面

免

ウ

結
とを

置域点点点

地向のの

浜次の浜＝方
地地

－ 益 益の
点漁 郡

点点 浜のと港

かか 益地を原

らら 村点結点

大かんの方方
角角

北、 字らだ地向向

線点 浜緯
＝ 益のに

日国称所名域

京林

平庁農東農

官

日の
水都水

成林
田臣

４省代大

年産千産
区

月

関
が津

日霞谷

、係に 号 立村

正の書す

法名大次図供

とはる

第

海

第法り北

条年お、。

が札

第願道

律出

留

た木

市）っ土

萌号あ幌
。現

第

日
砂

点積号

地番

のび ２

及

点区区平
６第

３域域計成防

点
の
地年

点８

点点

地地

のの

４３
点

点点

地地

のの

１４

２点っ度度 度－ 村地よ

番まて分分 分

で囲

及をま秒秒 秒

び順れのの ） ２次た
東向向 か 番に区、方方

結域ら 経方 地ん

向 先だ
公及のの 度角 の線
有び地地

道
海

北

１
の

２
の男
１義

備

１に

第所

条業

堀
事
知

、

にて

定い

規置

のえ

項

か

有日

公の

、示

り告

よ

月号

水

か

指 ら

日令 方
角

向
度
分

向

方方

らら

かか

方
の

秒

角角

向

度 度

一分 分 三
六

点点 度 分

方 方

の の

秒 秒

水
面の
地分 秒

点

の

と、秒

立し

埋算

の起

面ら

也
達

向

の３

てて

向 向

地
の

地地
の の



平
成 ○○○○○○○ ヘトチリヌルヲ

十 ののののののの

三 地地地地地地地

年 点点点点点点点

六

北 海

○○○○○ イロハニホ

地地地地地

ののののの

点点点点点

道 公 報

４
に

て
面立位区

埋

地地地地す

のののの関
工

点点点点積る置域

第

地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地

点点点点

号

点点

地地地地

のののの

点点

月
十 ○○○○○○○ ホヘトチリヌル

五 ののののののの

日

点点点

地地地地地地地

かかかかかか

点点点点

方方

ららららららら

か
方方方方方

金

角角角

向向向向向向向

角角角角

曜

度度度度度度度日

の浜＝方○○○○ イロハニ

地地

－ 益 地向のののの

地地 漁 点

点点点点 と港

かかかか を原

らららら 結点
んの方方方方
角角

北、 だ地向向向向

線点角角 緯
＝ に

度 度度 度－ よ度

っ

の浜次

事
施益の のののの

行郡○ 地地地地イ

区浜の 点点点点

域益地

らららら村点

かかかか
向向字ら

方方方方大か

角角角角浜○

向向

ワ

益の
村地
２点 度度度度

地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地

かかかかかか

点点点点

らららららららら

かか

向向

方方方方方方方方

角角角角

向向向向向向

角角角角

度 度 度 度度度度度

点点

地地地地

のののの

らららら

かかかか

点点
角角

向向向向

方方方方

角角
度度度 度

分分分分分分分

ののの

秒秒秒秒秒秒秒

方方方方方方

のののの

向向向向向向向

方

地地 地 のののののの の

点点点点点 点 地地地地

点

分 て分分分 分
囲

秒 ま秒秒秒 秒
れのの のの ） た方方

東向向 か 区向向 、方方

ら 域
経方
向

の

のの地の 度角

地地点地

点点点 度 分

番ま
で 分分分分

及を

ののののび順 秒秒秒秒
向向番に 方方方方２次
結 向向

地ん
先だ
線

地地び 地地 のの及 のの

点点○ 点点

イ
の

分 分 分 分分分分分
秒 秒 秒

のの ののの 秒秒秒秒秒

方方方方 方方方 ののの

向向向向向 向向向 方
の

地地の 地 のののののの

点点点点地 点 地地地地

分分分

点

点点

分
秒秒秒

向 方方方方 のののの 秒
向向向

点点 地地地地 のののの

次

点点

北

都のそ 海

市との 道

計お関 告

画り係 示

事告書

縦

第

業示類

覧
に

のすは

分 秒

供

の
、秒

街

市市線線

都都種幹幹

のを
画画別路路

計計街

○
と
点
地

ワ
２

都幌

アイ札

樽覧都

市追小除小縦圏

す市す市に市

計加樽外

変１

をる港る手供計

画

北

都更そ 海

しの平小 道

た都成樽都

市
告

都市

計
。市 示画

計年市計 第

画６計画

法

の月画の

５

○地
立 面

埋

ワ
地用

のの

施る、 号

当道

都に海

る行。北

す
の、土

画り幌

計た札

市

所

の計業

書市現

図都木

り備

お法に

と画

た・・

類め名３３

種定
道地・平・平

土４４

路の

目

称通通

域
区号和号岸

幌３幌平

起札北目札豊

１る道

定土町土宮す画

の一の丁都路

め地の地

計係

土区部区目市に

た

の事

の高画る

地域域、
目の
丁書

域１図項

区島

昭

一り
各お

のと

臨種 図 号和

書日港類

律北に臨

法、区

年は地

道る地

第海係港

建事区

都 第

部 ）

設項 号

市

漁

点積途

計 条

○ ヲ

港 の

施 地

設 点

用 か
角

向
方

ら地

い

和置

）昭え
の

第般

律一

法、

年て

一 縦 号三 ）覧

七

供 第に
す

中東豊条

市条市６

る 条

平５ 央
終北里札山

点区丁区丁
丁

市南５

島市条

広幌１

画 第部）

点の石目

西区

置 定

え 規

備 の

に 項

課 １
、

一道 り

て海 よ

い北 に

覧堀 計

縦 市

の事 都

般知

に 画

度
分

向
方
の
秒

、
り

よ
に

定
規。 の 地

の

丁幌岸

主札流１札平目
条 経市セ目市３

な幌通

区丁

石タ平９ 過
白ン豊

る達 の

す 次

供 を

地区ー

点

り

也 お

。 と
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市との

計及者 画り係
６事名の 事告書年画び

のすは月業称名

業示類

の称 施る、

行。北日

北 海

北 ３４

道
海

事及事収

告 用 業 務び

示 地 所名

第 の の称の

所

所部 在

号 地在分

道 公 報

平都種施

都のそ
次１２

行 計お関成市類

市との

計及者 画り係
６事名の 事告書年画び

のすは月業称名

業示類

の称 施る、

行。北日

第

北 ２３４

道
海

種施事及事収

告 用 行業 類務び

示 者地 及所名

第 のの びの称の

名所
名所部 称在

号 称地在分

号

成市

平都
１

平計

成年画
十６事
三月業
年の
六

稚幸海

当道枝北

に海

日

木計

、土市

り内都道

た
画所路

計業道

市現画

都

備業

法に事

昭え

小目目

室苫丁丁

和置３

６

幸市新び

市牧、及

蘭

ぼ１目

９け町丁

町あ開
の丁地

番

丁

北丁２
３、

号町目内

小海

当道苫北

に海

海目

都

、土圏

り蘭牧道

た室
所画

計業計

市現市

都木
備路

法に道

画

・北札北

和置業

昭え事

海幌海

道市道

線区郡 １央知 東中空 号

井 通南奈
字

西町

条江 ）

丁奈

月
十美

五唄

日

市
都

江
井

奈

金

画
計

曜

路
道

日

い・

事

号

律一７

法、・

年て４

の海オ

第般北

縦道ホ
ク 第に事ツ ）覧知ー 号

供
す堀通

、

道、目

規。 のる） 条

１目

土町丁

蘭明３

室新

所、４

業目び

現丁及

木

３に
、び
目並
丁目
２丁

い

丁明

・

律一２

法、・

年て３

第般北

の海

縦道号
北 第に事野 ）覧知明 号

供
す堀通

２江

目井

規。 のる） 条 幌
札
道
海
北

号
１内

番地

業

現
木
土

道
・ 海

４ 北
・

３
知
事号

也 よ
に達 定 及

通
東
堀号

業１

、
り

成施都種事

市事平

都の

市類業

計業

行 画計

画び施 者 法画年計及の

の６

及新
目野

変月事名行 の

４５
び町

海
北
道 アイ

告 都種事事

示 市類業収使

第 用用 計及の

画び施業のの

、
り也 よ

に達 定

事名行

２

業収使

都種事事施

アイ

業者 用用 計及の

行 市類

業

事名行の のの 画び施

業１

所
北

都を 海

認平 道

可成施

市 収

告 用計
し 示行 画
た年 第

。６者 法 の
部月の

及事

３４
４
也・

３
達び

の の称地 所名
業 務び

事

業称期 名

昭 在所

所

和更
を日称の間

成

律し札札平

法可
年認

第た幌幌

。市圏
都年

第

計月 ）

市２ 号

画
公日

園か 条

部部号

札な

の間地分分

業称期

市

幌成幌し

札平

圏

稲

計月手

市６区

都年西

画

期名 部部

園か和

公日平

な札

の間地分分称

業称

郡市

雲成越し幌

八平山

都

末

画月町

計６雲

市年八

緑

昭

事か町

地日広

名 号和 分

日称
町

第 道雲

律 海八

法 北

年

枝
幸

幸第

枝）

郡号

町

４
広
末

市
内
稚

地在
梅条

業平 １

事ら 第

番
２
目

丁

の

３成 項

・

月 に

・３ 定

３年 規

北

よ海

で 次拓 知ま 、

道日 り号

ら地

おき 堀 とい の北 事

３成

業平内

事
・

月

・３

４年

号

ら地

公
陵

丘
和で

平ま
日

号成

１平内

業
梅

園月

庭３

村年

緑

町項

枝１

ヶ第

で
ま

地日

よ

、北 に

町定

本規

、の

事 次

町知 、

栄道 り

新海

浜お

北堀 と

びの

及

内
稚

道
海
北

号

一土

三木

八

達 市公 都き りい

所
業

現

地都

町り園

事

也 画
計園

事

也 画
計

内達 市



務プ

イウアイ

平 ホ過にロ事実ホ

成 ー去係ポ業施ー

十 ム３るー者体ム

三 ペ年契ザの制ペ

年 ー間約ル業等ー

六 ジをの務ジ

北 海

２
行ポロ道

業履ロプ
プア

限ザー法

内期ーポ内

務

加のは

参ル又

ルザ人

容
道め作平

道 公 報

１
概

と成務業

の平業

次

務 お
ロ月

プ６名

り年要

ポ
ー日緊

第

２

業収使

施都種事事
アイ

業 者用用 計及の

行市類

部

事名行 ののの 画び施

の間地分分

業称期 名部

称

号

のの 業
用用

収使

事
アイ

地分分

部部

月 や平締選遂等

十 デ成結定行の

五 し基能内 ー

日

実

ベ度確

タ年、準力容

に

ー
ス
の年履

金

成）し

作度行

曜

業お実

をにた

日

多、成成要参道
とい績

件加内

民
チ様そ業

件営

ャなの務年及要に

委月選業

レ道仕を３び
定拠

ン民組

ジのみ託

新とす日基点

世しなる準を

取デ）す

紀いる。水有
人

ンをタ法

ァ組ーる

フ

ル地

ザ急
ド応検

公

要別

を特

出用

提雇

の域
業
事

。進

る推

す策

請対

幌幌和更幌

札札昭変札
な市 市圏

計月区

市２田

都年し清
平 画

事ら園

園か公

公日岡

業平

内な

成地更

平目変
。
道る

海え
北加

年をし

第
示

告

る

行ホす

て、有

してを
ー。

業ペと

事ムこ

うー
タ
こー
るデ
あや
でジ
者

すシあ

援索で

ー
。ベ
と

と

タ情テこ

ーるスる

デ
シ供び

索提及。

検報ム
ペ

ム信ム

テ発ー

ス・ホ
構等

業をジ

成場ー

作の
務

告

堀
事
知
道
海
北

番 ５成

地 ・

河 １月の ・３先 ６年

川 号
園を 公で地 岡ま敷 平日

。
る
え
加 北
市

幌
札

に
地

業
事

の
号

業
成
作
ス

北
拓

区

ロ出の細

関３プ提そ詳

れ留、

情にポさ他は

連

の

をじザた意プ

報同ー

４

た・
る画
す企
築

約

提提提の手日契要

そ
方に語書

出出出他続本
日成

限所法お、作

期場

也
達

い

出出ロ

交交参提提提プ

場表期場方ポ

付付加出
書ザ

間所明限所法ー

期

３

明

続担郵北電フメ説

手

クル書

等当便海話ァー

号総号シアの

部番道番

ウ
丁

１
条

４

合ミド交

局

方雇緊

え
等地

事、用急

。ルプ事ロ

目維の域

業

す関ポー

手にロ項ポ

入

ル説

たるザル

るすーザ
に

照内書

の明の明

め説
い。

口つる

窓によ

会容

持使円要

て本の

て

同す

成に参用否

平

、

月語

７。言

年じる
貨

日通

持の

のル
午

）
火

提平 平

、出

成土に出成に参提

同 曜同期

ァ限

年日じ限年じフ期

び月ク並

６及。並６。
シび

月び
日に

日出リ提

日曜提日ミに

所）電場

金を場金、出

かく及午子所

）除

リレ付 企
－画－ス期
間 部

－及 政－び 策

場 － 札室

所 幌構
市造内 中改線

＠ 央革
区推
北進－

３課

管特

と・画用

的持計雇

性、策

合等対

整理別

の

推

拡進

、
利し

のと

民等業

道張事

う
行

を
グ
ン

リ
ア
ヒ

便て

一 。

三
九

時
５
後
び

ら。び後メ及
）

着
必

交方５ー

時又法

日付法時ル方

）送

）は着郵

木間必は

で午
ま、

らに

か便

時郵

９留

前書

午限

条
西
６
丁

件

、条

性の

目

、
等

ン度

イ足

ザ満

デの

時）

５。

後る

ラ
グ
ロ

プ
考
的

本
基
の
ム

）
で

ま



川萌谷

渡檜後空上留宗

支支支支支支

島山志知

庁庁庁庁庁庁庁

支

北 海

挙海

簿平選北

名
人１２

３道

に成

人 登

のの会石

録年名分分議

れ月に１１議狩

さ６簿
登のの員支 て
い日録数数の庁

道 公 報

第 北

地４

４５

海

方項 道

自、

申縦

選

治第

覧 請

挙 図 者

法 管 書 の

条 理 住

昭第 の委

和２ 縦 所

員

項 覧
及

会 び

第

建１２３ 北

建築 海

物平認認対 道

を成

築
胆基
認 振定 準
定年定象 支

し６

法
庁年 た月 告

番区

昭
。 示和

日月 第

号

平
成
十
三
年
六

管管管

所所所所所所所

区区区区区区

管管管管

域域域域域域域

区 区区

者れ挙管

るさ選所

のて

域域 総い

内 数る

の の者

選 の

分総挙

の数人

１北の名
簿 及海

３選の登

び道分に

年及 場告

法び

氏

示 名所道

律第 第

選第
条 号 虻北虻挙 田海田号第

管

虻胆経第項

郡道町）４

理の 田振済

町支部条規 委

字庁建第定

員
町済課項よ

栄経設４に

会

４

号日域

年
号

胆平虻

第
律

法

建成田
郡 号指
５田 第

第年虻 ）

月町
字 条号

砂 １

日高 第
月
十支
五
日

庁
金

曜
告

日

勝路室

胆日十釧根札札
市

支支支支支幌幌 振高
所所所所

庁庁庁庁庁市
区央 管管管管管

中北 所
域域域域区区

区区区区

域

れ網

の管及さ

分挙１録
い支

の委３て走

１理び

者所

は会のる庁

数員分

総区

次員のの管

、委１

の

と数域

の長数

で橋分

り３

お

部、り
あの

建第、 告

平 虻設

示 田指条成

町導第
２

長、月
項６

長課５年
日

崎第
項お
４に

夫第在

良条現

の

町 項

北

よ

胆１ に

道地 定

海番 規
り

振、

支

の

長地 次

庁番 、
一

谷 り
お

天 と

示

道
海
北

北

公 海

安 ３ ３道

委 分警分分

員 の察のの

会 １北１１

る康１

。の

海海海

北北北

之数

３道 ３道 道

察の

警分分警分分警分

１１釧１

察のの察のの

選
第て
、い

函１１旭

道総
海の
北者
る
３

条挙

室釧帯北岩網方の
の数

函小旭

数

純 複
の

直 定

面

札札札札札札札札

告 の見のの

示 数方数数

第 面
本道

号

管
部

公

地
轄

安 域

委

員

方数

館のの川のの路の
本

面面面

方数数方数数

轄轄

管管管

部部部

本本

地地地

轄

域 域 域

蘭路広見走安の 見公分

市の３
会び
員及 沢委１

１
理の

管分

市市市市市

るの
す
方数
面

市市市市

幌幌幌幌幌

本

稲

豊清南西手
館樽川

市
区区区区区市市市

平田 別

東白厚

市市市

幌幌幌

区区区
石

会

告

示

富登恵伊北区
轄
管
の

部

川別庭達の 良広内
域

深

市市市市名
人

挙 野島選

紋士名根千滝

に
簿

市市

唄別別別寄室歳川

美江 苫稚
市市市市市市市市

萌内
小

留

一

牧 四
〇

録
登

市市市

さ
れ
い

て



平
成 ７７７７

十
三
年 、、、、

六

北 海

７７７７７

、、、、、

道 公 報

７７７７

、、、、

第

中
表

８８９７８

７７７７７

８９

、、、、、

９９

号

う成

成よ平

平の
次

年に
道す月

海正６

北改年

公る
安。日

月 、、、、

十
五
日

樽 ろ別ろ

む小紋む

金

ん光ん 潮

ら観ら

曜

ま 港港港

日

、、、、

見標標見別

北中中北紋

ん神神ん光

ぼ津津ぼ観

ち社社ち港

、、、、

港神

島吉岸吉

厳住厚住

社社ま社

神神

、、、、

９

内島岸内 爺

岩厳洞厚岩

社社ま社

湖

神神港神

湖

第
示

告
会

員
委

水

号

つ

ままま

業海

営北

俗
風

小紋室

りりりり

つつつ

ま例例まま

蘭樽別蘭

室

り祭祭りり

つ大大つつ

見見別

標標

北中中北紋

典典り典

祭祭つ祭

津津

つ祭

路樽岸樽

釧小厚小 厚岩

典典りり典

祭 祭祭

の道

内路田岸内

岩釧虻 の会

間員

時委

業安

営公

指
の潮

日
の長

例員

特委

をに

」

市市市市

）
定田

、

２

９８９

をに

」」

市町町市市
２

、

８８８８

をに

」」」

市市町市

５

、

３４５５

８８８８８８

、

をに

」

町市町町町
６

一
の

２５５６

８８８８

を
部

２

７８

３

、、、

３

４

、、、

４
社神神

神

湯歳 歳
千川千

秋社社

、、、、

６
、、、、

７

神 大

寄神湯 神

名姥姥川

神社

神 神

大

４５６６

、、、、、、

７

５６

、、、

、

し川 根根

温旭旭く滝温

温温 夏夏

ろし 湯湯

川川

３６６７

、、、、

港ぶ

第く名滝

７７

、、

渓神 山ろし 定

寄 回し川

港ぶ

３

、、

、
小第

例

例例 季

渓 潮山
定

樽回

千弟千

祭祭祭

大大大

一
四
一

祭

渡 渡例

社宮

屈

歳歳

子

江江弟

典祭祭祭

御 御大

まま 泉泉

屈

寄差差

子

名

つつ つ祭 つつ

まま まき

旭釧滝留

りりりりりり

蘂蘂

川川路川

辺辺

留旭

つ祭 ま祭

ぱまき っ社 か
幌

札釧名滝

りり典り

つ

まか

山
定路寄川 区

南
市

幌

小札

りり
つ

ま つ

ぱ
っ

」

市町市

山
定 樽区

南
市

」」

市町町町

、

をに

」

町市市市市町

、

をに

」 」
泉市市市

温
渓

、
に

」

を

」
市泉

温
渓

、
にを
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者かアイ

はの
ア査 の の、審申申 条 こ

ら申 の 札かを請請 ５ 入

まし の 、ウ請 ２のの は

北 海

２３

納続納海件

入次き北条

が入き入道付

札の平道
行す２す警一

にい成

参ず

競

加れ年うる年る察般
職争

すに北指物以物の
の員入

るも海名品上品

者該道競又の

道 公 報

１

達

札 成調鑑調納納

平入
達識

すす 付入入 年を車を に
物１物

す 月るる

６

る期場 日品台品

第

北

次

改

海

の

め

道

と

る

警 。

お 察

り 本

一

９

部

般 告

競 示

争

、

第

号

平
成９
十
三
年、

六

期法 定 方でな 規時方 地

めば よ 治定れ に 自にけ

れ 条 施るな平申け る 法

書ば 件 行とら成請
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